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特定非営利活動法人
日本サスティナブル・コミュニティ・センター
所在地：京都府京都市中京区小川通六角下ル元本能寺町376

この団体は、視覚障害者が

インターネットなどを使おう

とする場合に、キーボードの

配列を覚えることが極めて大きな課題で

あることから、介助者なしで自宅でも学

習できるよう、画面に頼らず音声ガイド

に従ってキーボードの入力練習ができ

る、初心者向け練習ソフトを開発した。

このソフトは、米国を横断ドライブす

るというストーリーに従って練習でき、

間違ったキーを押すといろいろなキャラクターが優しくしかるというようなゲーム性を持た

せている。初心者や高齢者向けのIT講習会でも活用されており、子供や高齢者からも評価さ

れている。また新しいバージョンでは、3D音声によりキーの位置を立体的に感じさせなが

ら練習できるような工夫もなされている。

このほか、街中無線インターネットとPDA等の携帯情報末端を使った音声ガイド事業な

ど、障害のある人や高齢者を含む多くの人びとの情報受発信能力の向上のための活動を行っ

ている。

キーボード入力練習ソフト

キーボード入力練習
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伊勢原・誰もが住みよい街づくり懇話会
所在地：神奈川県伊勢原市池端184―5

伊勢原市は平成5年度に

「障害者のためのガイドマップ

作成事業」を委託事業として

実施したが、この際、公共施設や道路な

どを点検した参加者から、市民が主体と

なって考える自主的な「まち点検」に広

く市民参加を求めようとする意見が出さ

れたことを契機に、当初マップの作成に

携わったボランティア連絡協議会のほ

か、身体障害者福祉協会、小・中学校校長会、伊勢原警察署、交通機関などで構成される

「誰もが住みよい街づくり懇話会」が結成された。

懇話会には、小・中学生、大学生、車いす使用者、視覚・聴覚障害者、高齢者、ボランテ

ィア等が参加し、まちを安全かつ安心して移動するためには何が必要なのかを高齢者、障害

者等の視点で市内の公共施設等を自発的に点検し、その成果として、過去10年間にわたり

市民による福祉のまちづくり提案がまとめられてきた。これまでの参加者は延べ千人を超え、

地域社会に定着している。

活動を通じて、要改善箇所等ハード面でのバリアフリー化に関して指摘するだけでなく、

市民と行政とが協力してこれからのバリアフリー（福祉のまちづくり）を考えるまちづくり

フォーラムを開催するなど、バリアフリーのまちづくりに向け市民や子ども達の問題意識を

高め、障害当事者との交流を通して地域のつながりを形成し、市民の住みよいまちづくりへ

の意識を醸成するなどソフト面でのバリアフリー化の推進にも貢献している。

車いすに乗ってまちを点検

点検結果と改善案を発表




